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尿路感染症,男 子性器感染症に対するNY-198の 臨床的検討
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NY-198は グラム陽性菌からグラム陰性菌まで広い抗菌スペクトルを示す新しいキノロンカルボン

酸系の合成抗菌剤1)である。本剤を尿路感染症および男子性器感染症の合計27例に使用しその有効性,

安全性および有用性について検討した。

急性単純性膀胱炎7例,複 雑性尿路感染症13例,男子性器感染症7例 に投与しUTI薬 効評価基準に

従って効果判定を行なった。UTI薬 効評価基準に適合しなかった症例は主治医判定のみを行なった。

UTI薬 効評価基準に適合する急性単純性膀胱炎4例 では著効3例 有効1例 で総合有効率は100%

であった。一方複雑性尿路感染症10例では著効5例,有 効2例,無 効3例 で総合有効率は70%で あっ

た。

副作用は27例中軽度の眩量を1例 認め,臨 床検査値の異常は特に認めなかった。以上のことから本

剤は尿路感染症および男子性器感染症治療に有用であると考えられた。

NY-198は 北陸製薬株式会社研究所で合成 され塩野義

製薬株式会社 とともに開発治験が行なわれている新 しい

キノロンカルボ ン酸系の合成抗 菌剤でFig。1の よ うな

構造式を有す る分子量387-81の 物質である。 その抗菌薬

としての特徴はグラム陽性菌お よびグラム陰性菌 と一部

の嫌気性菌に対 し抗菌活性 を有 し,ま た他剤耐性菌に対

しても優れた抗菌活性 を有 している ものである2～7)。その

抗菌力はpipemidic acid(PPA)を 凌 ぎnorfloxacin

(NFLX),ofloxacin(OFLX)と ほぼ同程度 であるとさ

れている。

Fig. 1. Chemical stmcture of NY-198

今回NY-198を 泌尿器科的感染症に対して試用する機

会を得たのでその有効性,安 全性につき検討し,若干の

考察を加えた。

1 対象および投与方法

東海大学付属病院泌尿器科,東 海大学東京病院泌尿器

科,東 海大学大磯病院泌尿器科を昭和62年1月 より昭和

62年6月 までの期間に受診した外来患者27例に対 して

投与した。その内訳は急性単純性膀胱炎7例,複 雑性尿

路感染症13例,男 子性器感染症7例 であった。投与方法

は1日300～600mgを 分3経 口投与した。

投与期間は原則として急性単純性膀胱炎で3日,複 雑

性尿路感染症,男 子性器感染症で5日 間投与とした。

急性単純性膀胱炎の4例,複 雑性尿路感染症の10例に

ついてはUTI薬 効評価基準に従って臨床効果の判定8)

を行なった。それ以外の症例には主治医判定を行なった。

また,こ れら27例に対し自他覚的副作用及び臨床検査値

の変動についての検討を行なった(Table 1,2)。
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Table 3. Overall clinical of of NY-198 in acute uncomplicated cystitis

Table 4. Overall clinical efficacy of NY-198 in complicated UTI

II 結 果

急性単純性膀胱 炎7例 中のUTI薬 効評価基準対 象例

に適合する4例 について,そ の総合 臨床効果 をTable 3

に示した。4例 中著効3例(75%),有 効1例 で総合有効

率は100%で あった。

UTI薬 効評価基準 に適合 しない3例 を含 んだ主 治医

判定の結果は著効6例,有 効1例 で有 効率100%で あ っ

た。

複雑性尿路感染症13例 中UTI薬 効評価基準 に適合す

る10例について,そ の総合 臨床効果 をTable 4に 示 し

た。10例中著効5例(50%),有 効2例,無 効3例 で総合

有効率は70%で あった。

UTI薬 効評価基準対 象に適合 しない3例 を含 んだ13

例の主治医判定 の結果 は著効4例,有 効5例 やや有 効

3例,無 効1例 で総合有 効率69%で あった。主治医判 定

で無効 とした1例 は腎結石 を有す る慢性 腎盂腎炎の症例

で,投 与前Pseudomona燈 aeriginosaを 有意 に認め,投

与後 もP. aeruginosaの 存続 とCoryne∂acterium sp.を

認め,ま た膿尿 も増悪 したため無効 と判定 した。

男 子性器感 染症7例 で は主治 医判定 で7例 中6例 の

86%の 有効率で あった。7例 中有意細 菌尿 を認めた症例

ではEnterococcus sp.を認めた急性 前立腺炎の1例 と

Esoheri6hia coliを 認めた尿道炎 と急性 前立腺炎の各1

例 であ ったが,NY-198の5日 間投与 にて全 て除菌 され

た。無効 とした1例 は投与前後 と もに有意細菌尿 を認め

なかったが,膿 尿が増悪 した急性前立腺炎の症 例で あっ

た(Table 5)。

疾 患病 態群構成率 お よび群別総 合有 効率 をTable 6

に示 した。無効の3例 中1例 は第3群 に属 し,腎 結石 を
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Table 6. Overall clinical efficacy of NY-198 classified by the type of infection

Table 7. Bacteriological response to NY-198

in acute uncomplicated cystitis

Table 9. Strains appearing after NY-198

treatment in complicated UTI

Table 8. Bacteriological response to NY-198

in complicated UTI

Table 10. Adverse reaction after NY-198 treatment
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基礎疾患とする慢性腎盂 腎炎で,P. aeruginosaの 検 出

されたものであった。他 の2例 は第4群 に属 し神経 因性

膀胱を有す る慢性膀胱炎でE. coliか らSerratta mar-

cescensに菌交代 を起 こした1例 と,前 立 腺肥 大症 を有

する慢性膀胱 炎でStaphylococcus epidermidisの 存続

した1例 であった。

急性単純性膀 胱 炎に対 す る細菌学 的効果 をTable 7

に示 した。起 炎菌 は6株 のE. coliと1株 のCorynebac-

terium sp.で消失率は100%で あった。投薬後 出現菌は認

めなかった。

慢性複雑性尿路感染症 に対す る細菌学的効果 と投薬後

出現細菌 をTable 8, 9に 示 した。検 出細菌 はE. coli

5株,P. aeruginosa, S. ePidermidtS各2株,Proteus

mirabilts, Enterococcus sp., S. marcescens, Enter-

ococcus faecalis各1株 でP. aeruginosaの1株,S. epider-

midis 1株 が存続 した。投薬後 出現菌 はS. epidermidis 2

株,S. marcescens, Enterococcus sp., α-streptococcus,

Corymebacterium sp., γ-streptococcus各1株 の計7

株であった。

自他覚的副作用をTable 10に示 した。眩暈 を1例 に認

め副作用発生率は27例 中1例 の4%で あ った。眩暈 は薬

剤投与終了後症状改善 し程度 は軽度 であった。 この症例

は後に他のキノロンカル ボ ン酸系抗菌剤投与 で も眩暈 を

訴えた。

臨床検査値をTable 11に示 した。全例本剤 によると思

われる異常値への変動を認めなかった。

III 考 案

今回のNY-198の 総合臨床 効果 は急性 単純性 膀胱 炎

についてはUTI薬 効評価基準で4例 中4例,100%,主

治医判定で も7例 中7例,100%の 有効率であ り,複雑性

尿路感染症ではUTI薬 効評価基 準で10例 中7例70%,

主治医判定で13例 中9例 の69%で あった。男子性器感染

症の7例 では主治医判定で7例 中6例,86%の 有効率 で

あった。

急性単純性膀 胱炎のUTI薬 効評価基準 で判定可能 で

あった症例 は全てE. coliに よるもので,有 効率100%で

あった。複雑性尿路感染症 で も5日 間投与 にて70%の 有

効率を示 してい る。男子性器感染症で も主治医判定で86

%の 有効率 を示 した。

副作用は軽度の眩暈を1例 認めた以外,重 篤なものは

認めなかった。また本剤が直接影響を与えたと思われる

臨床検査値の異常変動は1例 も認めなかった。

以上のことから本剤は尿路感染症,男 子性器感雑 治

療に有用な薬剤と考えられる。
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NY-198 IN UROLOGICAL AND URO-GENITAL INFECTIONS
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NY-198 is a new antimicrobial agent of quinolone derivation which is characterized by a broad antibacterial
spectrum, covering Gram-positive and -negative bacteria.

We used the compound for the treatment of 27 patients with urinary tract or uro-genital infection to
investigate its efficacy, safety, and usefulness.

NY-198 was administered to 7 patients with acute uncomplicated cystitis, 13 with complicated UTI, and 7
with uro-genital infection. The drug's efficacy was evaluated using the Japanese UTI Drug Evaluation Criteria.

In cases of acute uncomplicated cystitis, NY-198 efficacy was evaluated as excellent in 3 cases and moderate
in 1, the efficacy rate being 100%. In cases of complicated UTI, NY-198 was evaluated as excellent in 5,
moderate in 2, and poor in 3 cases, the efficacy rate being 70%. All these cases met the UTI criteria. In cases
of uro-genital infection, efficacy was assessed by the physician as excellent in 2 cases, good in 4, and poor in
1 case.

Of 27 patients treated, side-effects were noted in 1, who complained of slight dizziness. No abnormal clinical
laboratory data due to NY-198 were observed.

In view of the above results, we consider NY-198 a useful compound for the treatment of urinary tract and
uro-genital infections.


